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1. 背景背景背景背景 
情報技術産業は，1950 年代の商用コンピュー

タの登場以来，飛躍的な成長を遂げてきた．一

方で，情報システム開発の約 70%が失敗であると

言われており[1]，成功率の向上が望まれている．

本研究は，日本の IT ベンダーの視点から，情報

システム開発の成否に影響を与える要因を明ら

かにし，失敗低減に寄与することを目的とする． 

2. 関連研究関連研究関連研究関連研究 
本研究では，「IT ベンダーの視点」，および

「要因間の関連」に注力して情報システム開発

の成否に影響を与える要因を明らかにする． 

 まず，「IT ベンダーの視点」を説明する．ソ

フトウェア開発の成否に関する多数の研究を整

理した McLeod ら[2]によると，開発者はプロジ

ェクトの成否に影響を与える重要な要因の一つ

であると述べている．IT ベンダーは開発者に類

似したケースと言えるが，IT ベンダーを調査対

象とした研究は，古山ら[3]などの研究があるも

のの多くない．また，これらの研究は，後述す

る要因間の関連には注力していない． 

 次に，「要因間の関連」を説明する．情報シ

ステム開発の成否の要因は多岐に渡り，これら

の要因は他の要因に影響を与えているケースが

多数存在すると考えられる．要因間の関連に着

目した研究は，河村ら[4]などの研究があるもの

の少ない．また，これらの研究は，調査対象が

IT ベンダーではない，または限られた要因の関

連のみを調査範囲としている． 

3. 調査方法調査方法調査方法調査方法 
調査には，アンケート，および統計解析を利

用する．アンケートでは，インターネットアン

ケート（ネットマイルリサーチ）を利用してデ

ータを収集する．また，統計解析では，因子分

析，および共分散構造分析を利用して収集した

データを分析し，プロジェクトの成否に影響を

与える要因と，要因間の関連を明らかにする． 

 

 

 

 

4. アンケートアンケートアンケートアンケートのののの実施実施実施実施 
アンケートは，主に「プロジェクトの活動」，

および「プロジェクトの成否」から構成される．

「プロジェクトの活動」は，プロジェクトの成

否に直接影響を与えると考えられる活動を極力

網羅的に問う設問とした．CMMI（Capability 

Maturity Model Integration）を参照して作成

し，91 設問で構成される．「プロジェクトの成

否」は，プロジェクトの結果を問う設問とした．

品質・コスト・納期・スコープの達成状況に関

する 4 設問で構成される．設問の選択肢は，リ

ッカート尺度（6件法）を用いて作成した． 

 2012 年 5 月に，IT ベンダーに勤務するプロジ

ェクトマネージャを対象にアンケートを実施し，

650 件のデータを回収した．その結果，不適切な

回答をしていると思われる 88 件のデータを対象

外とし，562 件を有効データとした．また，その

中で 520 件がプロジェクトの中断はなかったと

しており，これらを分析の対象とした． 

5. データ分析データ分析データ分析データ分析 
データ分析のツールは，SPSS Statistics 20，

および Amos 20 を利用した． 

分析の事前準備として，まず，4 設問で構成さ

れる「プロジェクトの成否」を，1 つの目的変数

に合成した．4 設問の信頼性分析の結果，クーロ

ンバックのαは 0.839 であり，内的整合性は十

分であると判断した．4 設問の平均値を目的変数

「Y：プロジェクトの成否」とした．次に因子分

析を用いて 91 設問で構成される「プロジェクト

の活動」の共通因子を抽出した．因子分析の方

法は最尤法を利用し，回転の方法はプロマック

ス回転を選択した．因子分析の結果，固有値が 1

以上の因子の中で，最大負荷量の設問を持つ 12

因子を説明変数として採用した．各因子の名称

を表 1の通り命名した． 

プロジェクトの成否に直接影響を与える因子

を特定するために，説明変数を「プロジェクト

の活動の全因子 X1－X12」，目的変数を「Y：プ

ロジェクトの成否」とし，重回帰分析（ステッ

プワイズ法）を実施した．この結果，4 つの有効

な説明変数が抽出され，有意水準 1%未満，調整

済み決定係数 R²は 0.706 であった．そして，こ
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の関連に相関関係の強い因子を追加し，モデル

を作成した．モデルは共分散構造分析の評価指

標を確認しながら見直しを行った（図 1）．この

結果，評価指標は十分な値であり（表 2），定量

的に本モデルが高い確率で成立することを示唆

している． 

6. 考察考察考察考察 
まず，図 1 に示した 7 つの因子を考察する．

これらの因子の多くは，プロジェクトの成否に

影響を与える要因として他の研究で確認されて

いる[2]．特に，「X4：発注者の能力と要求の精

度」，「X2：プロジェクト計画の精度」，

「X6：各工程計画の精度と成果物の品質」，お

よび「X1：プロジェクトメンバの能力とチーム

ワーク」は，多くの研究で指摘されている要因

である．一方で，比較的多くの研究で確認され

ている要因の内，「マネージメントの関与」，

および「ユーザの関与」の 2 点は本研究では確

認できなかった．これらは主に発注者内の要因

であり，「X4：発注者の能力と要求の精度」に

包含されているため，IT ベンダーを調査対象と

する本研究では特定できなかったと考えられる． 

次に，抽出した因子間の関連を考察する．全

体の関連を俯瞰するため，インとアウトのパス

に比較的強い関連（相関係数が 0.2 以上）を持

つ因子に着目し議論する．まず「X4：発注者の

能力と要求の精度」が起点となって「X2：プロ

ジェクト計画の精度」，および「X6：各工程計

画の精度と成果物の品質」に影響を与えている

ことがわかる．そして，「X6：各工程計画の精

度と成果物の品質」が，「X1：プロジェクトメ

ンバの能力とチームワーク」，および「X8：各

工程の進捗」に影響を与え，最終的にプロジェ

クトの成否に影響を与えていることがわかる．

この関係より，多くの日本の IT ベンダーにとっ

て，根本に近い要因である「X4：発注者の能力

と要求の精度」，「X2：プロジェクト計画の精

度」，および「X6：各工程計画の精度と成果物

の品質」の向上に注力してプロジェクト活動を

推進することが，プロジェクトの成功率を向上

する上で効果的であると考えられる． 

7. 結論結論結論結論 
 本研究は，インターネットアンケート，およ

び統計解析を利用して，日本の情報システム開

発の成否に影響を与える要因を分析した．分析

の結果，7 つの要因が関連を持ちながら，成否に

影響を与えることを明らかにした．これらの要

因の多くは，他の研究で確認されているものと

類似している．しかし，IT ベンダーの視点でど 

表 1 各因子の名称 

 

表 2 共分散構造分析の評価指標 

 

図 1 プロジェクトの成否の関係 

 

のような違いがあるか明らかにした点，そして

要因がどのような関連を持ってプロジェクトの

成否に影響を与えるかを明らかにした点に本研

究の価値があると考える． 
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因子の名称 構成する主な設問
X1：プロジェクトメンバの
能力とチームワーク

要件開発，設計，実装，およびテストにおいて，プロジェ
クトメンバの能力が十分であったこと，またチームワーク
が良好であったことを問う設問．

X2：プロジェクト計画の精
度

プロジェクト計画に関する作業を適切に実施したことを問
う設問．

X3：受入確認の精度 受入確認に関する作業を適切に実施したことを問う設問．
X4：発注者の能力と要求の
精度

要件開発において発注者の能力が十分であったことを問う
設問．また，要件開発における発注者の要求が適切であっ
たことを問う設問．

X5：変更管理の精度 変更管理に関する作業を適切に実施したことを問う設問．
X6：各工程計画の精度と成
果物の品質

要件開発，設計，実装，およびテストのスケジュール・作
業手順を適切に計画したことを問う設問．また，要件開
発，設計，および実装の成果物の品質が良好であったこと
を問う設問．

X7：SMの関与 SMがプロジェクトの状況を理解し，問題解決に尽力したこ
とを問う設問．

X8：各工程の進捗 要件開発，設計，実装，およびテスト作業が，計画したス
ケジュール通りに完了したことを問う設問．

X9：テストの精度 テストに関する作業を適切に実施したことを問う設問．
X10：要件開発と進捗管理
のコミュニケーション

要件開発における発注者とプロジェクトメンバーのコミュ
ニケーション，および進捗管理におけるPMとプロジェクト
メンバーのコミュニケーションが良好であったことを問う
設問．

X11：進捗管理の精度 進捗管理に関する作業を適切に実施したことを問う設問．
X12：プロジェクトメンバ
のリソース

要件開発，およびテストにおけるプロジェクトメンバのリ
ソースの充足を問う設問．

カイ二乗 自由度 有意確率 GFI AGFI RMSEA AIC
10.405 9 .319 .995 .980 .017 64.405

*** p<.001

** p<.01

* p<.05
調整済R² .696

.426***

.375***

.419***

.153**

.546***

.095*

.496***

.148***

.356***

X6：各工程計画の
精度と

成果物の品質

X2：プロジェクト
計画の精度

X1：プロジェクトメンバの
能力とチームワーク

X8：各工程の進捗

X4：発注者の能力と要求の精度

X11：進捗管理の
精度

Y：プロジェクトの成否

.119**

※観測変数は省略

.378***

.161***

.163***

X5：変更管理の
精度.155***

.211***

.246***

.433***

.131**

.314***
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